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「畜産まつり」は市民の皆様に畜産を身近に感じていただき、畜産物の普及を図ること

を目的として昭和５７年から開催されています。当日の催し物として、市内で飼養されて

いる家畜の展示、畜産共進会（鶏卵の部）、牛乳の試飲、卵のつかみどり、目方当てクイズ、

ふれあい動物園などがあり、大勢の来場者でにぎわいました。 
 

 

 

 

 
↑ 共進会鶏卵の部結果発表風景。「川崎市は消費者が 

すぐ近くにいるということもあり、質の高い鶏卵を 

生産している。」との講評をいただきました。 
 

ふれあい動物園の 

風景↓ 

 

 

 

 

 
 
 

 
～畜産共進会結果～ 
 

酪農の部（未経産） 

金賞 箕輪健二（麻生区） 
酪農の部（経産） 
 金賞 箕輪健二（麻生区） 
 銀賞 市川国光（麻生区） 

銀賞 村野吉一（宮前区） 
 銀賞 福田 努（高津区） 
 

＊酪農の部は、９月１１日（月）に農家巡回審査を実施

し、決定しました。 
 

鶏卵の部 
金賞 河崎幸一（高津区） 

 銀賞 関 正義（多摩区） 

銀賞 市川 進（麻生区） 

銀賞 石川 廣（宮前区） 

銀賞 河原彌兵衛（高津区） 

銀賞 森  正（高津区） 

銀賞 大木 豊（宮前区） 

銀賞 小黒育平（高津区） ↑市内で飼養されている家畜が展示されました。 

「牛ってこんなに大きいんだね！」 

 

 

 平成１８年 2 月現在、川崎市内の畜産農家数と総飼養頭数は下表のとおりです。 

平成１８年 2 月 昭和６０年 2 月 
飼育部門 

飼養戸数 総飼養頭数 飼養戸数 総飼養頭数 

乳牛 ５戸 ９５頭 １２戸 １６９頭

肉牛 ０戸 ０頭  ９戸 ５８頭

豚 ２戸 ４７０頭 ５０戸 ４，６０８頭

鶏（採卵用） ８戸 １８，２５２羽 ５５戸 １４９，８７０羽

都市化の影響などで乳牛・肉牛・養豚及び養鶏部門のすべてで、飼養戸数・総飼養頭羽数にかな

りの減少がみられますが、大部分の畜産農家が住宅地に立地しており、エサ・飲み水や飼養環境等

を工夫し、更には定期的な消毒を行い、臭いやハエなどができるだけ発生しないようにするなど、

近隣に配慮した経営を心がけています。 【問い合わせ先 農業振興課営農係 ℡860-246２】



 

 

川崎市では、かわさき「農」の新生プラン（川崎市農業振興計画、平成 17 年３月策定）に基づ

き新たな「農」の施策を検討するため、平成 17 年５月に同プラン推進会議を設置しました。昨年

度は、地産地消をテーマに会議を４回開催し、次のことを提言としてまとめました。 

 
①南部地区で定期的な「かわさき農産物ふれあい市」の開催、農産物収穫体験めぐりなど、農

イベントの充実を図ること。 

②ＪＡと連携し大型直売所の開設や既存直売所の充実を目指すこと。 

③自校献立方式の学校給食（月１回）にボランティア的に農産物供給に尽力している生産者が

経営的に成り立つよう支援策が必要であること。 

④減農薬・減化学肥料栽培の普及や生ごみ堆肥の農業利用の可能性など、環境保全型農業を推

進すること。 

 

 

 

 

 

 

 

市では提言を踏まえ今後も、かわさき地産地消推進協議会（平成 17 年６月設置、直売会等の農

業者、市場関係者、ＪＡ、関係行政機関で構成）と連携しながら、生産者と消費者との「顔が見え

交流する関係」である地産地消を進めていきます。 

 

 
 
市内の農地は、農家の兼業化、相続税制問題

など厳しい営農状況の中でその減少に歯止め

がかかっていません。 

 

とくに、麻生区黒川地区・岡上地区・早野地

区は農業を振興すべき地域（農業振興地域指定

）であり、農と緑の３大拠点として位置付けら

れた重要な地域です。今までほ場、農道整備な

ど土地改良事業を実施してきましたが、現在そ

の活性化策が重要な課題となっています。 

なかでも黒川地区では、平成 12 年より農道

等の補完整備の実施、農学系大学の誘致、直売

所の開設検討、援農ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ育成などの農業公

園づくり事業を進めてきました。 

現在、農業公園

の拠点機能を持

つ大型直売所（事

業主体：JA セレサ

川崎）や明治大学

実習農場の開設

が予定されています。 
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推進会議では、今後、拠点施設を核として、

どのような農業振興策が必要なのか検討して

います。各委員からは色々な意見が出されてい

ますが、何よりも地元農業者の方々の意向・提

案等を踏まえた振興策であることが必要であ

ると確認しているところです。 

資料）農林業センサス 

今後も推進会議を開催する中で地元の活性

化につながる方策等を提言としてまとめるこ

ととしています。 

検
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討内容及び議事録は農業振興センターのホームページ

かわさきの農業」にてご覧いただけます。 

ttp://www.city.kawasaki.jp/28/28nogyo/home/kaigi/kaigi.htm
「かわさきの農業」で検索） 

問い合わせ先 農業振興課農政係 ℡860-2462】



 

 

□この計画の変更案を公告の日から３０日間縦覧しています。（農業振興地域の整備に関する法律第

13 条第 4 項において準用する第 11 条第１項） 

□川崎市の住民は縦覧期間満了の日までに意見書を提出することができます。（同法第 11 条第

２項） 

□農用地区域内の土地所有者等は異議申立期間に異議を書面で申し立てることができます。 

（同法第 11 条第３項） 

 
１ 縦覧（閲覧）期間 

平成 18 年１１月１０日（金）から１２月１１日（月）まで 

８時 30 分から 17 時 00 分まで（閉庁日を除く。） 
２ 縦覧（閲覧）場所  

縦覧 川崎市農業振興センター 

高津区梶ヶ谷２丁目１－７ 

ＪＡセレサ梶ヶ谷ビル２Ｆ 

閲覧 麻生区総合庁舎＜新百合ヶ丘駅北口駅前＞ 

２階ロビー（副本を閲覧できます。）         今回変更する地区 
３ 異議申立期間 

平成 18 年１２月１２日（火）から１２月２６日（火）まで 

（郵送で提出することができます。） 
 

【問い合わせ先 農地課審査係 ℡860-246１】 

 

 

農地の遊休化は、雑木や雑草の繁茂により、病害虫発生の温床となってしまうばかりで

なく、火災発生の原因となるなど、周囲の方に迷惑をかけることになります。また、生い

茂った草木が見通しを悪くするため、産業廃棄物などの不法投棄を招くことにもなります。 

遊休化した農地を耕作に適した状態に戻すには多くの時間、人手、費用が必要となりま

す。地域にとっても大切な資源である農地の適正管理をお願いします。なお、農地の適正

な管理方法などの御質問や御相談は、農業委員会にお問い合わせください。 

   

 

 

 

 

 

農業委員会では、毎年農地パトロールを実施

は、土地所有者に対し管理の指導を行っており

平成１７年９月に農業経営基盤強化促進法が

に従わず、かつ、解消の緊急性を要する場合、

するよう命令できるようになりました。 

また、その命令に従わない場合には、市長が

費用を徴収するなど厳しい措置がとられます。

【

しております。遊休農地を発見した場合に

ますが、なかなか解消されておりません。

改正され、土地所有者が農業委員会の指導

市長が土地所有者に対して遊休農地を解消

土地所有者に代わって遊休農地を解消し、

問い合わせ先 農業委員会 ℡860-246１】



 
◎農薬の種類と特徴を知ろう 

・ 粒剤……浸透性の強い農薬が多く、効果が長持ちする。値段は高いが、散布は簡単

でドリフト（飛散）の心配もない。 
・ 水和剤……価格が安く、速効性がある。ただし、水に溶かした時に濃度ムラが出

やすく、作物にも付着しづらい。 
・ フロアブル剤……水和剤の粒子を細かくして、水に溶けやすいように加工した

もの。水和剤に比べ作物に汚れがつきにくい。 
・ 乳剤……安価で水に溶けやすく、時間が経っても薬剤が沈殿しない。ただし有機溶

剤が含まれているため、薬害が出ることがある。 
・ ＥＷ……溶剤を加えず、農薬の有効成分を液体状の樹脂などで覆っているもので、

乳剤のような薬害が出にくい。 
・ マイクロカプセル剤……農薬の有効成分を被覆したもので、ゆっくり溶け

長時間効果が持続するが、速効性はない。値段も高価。 

◎農薬を混用するときの注意点 

※混ぜる順番 
展着剤→水和剤、乳剤→水和剤の順で混ぜます。乳剤を混用する時は展着剤は入れる必

要はありません。 

 
乳剤には有機溶剤（キシレンなど）や界面活性剤（例えば石けんと同じ役割）が含まれていて、

水に溶けやすくなっています。有機溶剤は作物の病害虫防護壁となっているクチクラ層（植物表

面を覆うワックス層）を溶かし抵抗力を弱めたり、葉緑素を破壊する作用があります。同じよう

な効果を持つ展着剤を加えたり、乳剤同士を混用することで、乳化剤や溶剤の濃度が高まり薬害

が出やすくなるので、このような使い方はしないようにしましょう。 
 

※混用すると効果が減ったり害が出やすくなる組み合わせ 
・ 石灰などの入ったアルカリ性の薬剤と有機リン系・カーバメイト系・抗生物質剤 
・ 銅剤と有機硫黄剤 
・ 石灰硫黄合剤と銅水和剤 

 

 

◎農薬散布の原則 

※ローテーション散布をこころがける 
 同じ系統の農薬を使い続けていると、耐菌性や耐虫性が出やすくなります。殺菌剤は

予防剤を中心に散布を行い、耐性菌の出やすい治療剤はいざという時に使うようにしま

しょう。殺虫剤には多数の系統の薬剤がありますが、抵抗性害虫は年々増加しており、

問題となっています。ＢＴ剤（生物農薬）、ＩＧＲ（脱皮阻害剤）、フェロモン剤などを

定期的に利用し、発生密度を低く保つようにしましょう。  
【問い合わせ先 緑化センター ℡911-2177】




